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ターゲットの定義（労働人口不足 = いつまでに、何人分？）

AI以外の政策 
（65歳以上活躍、外国人材の受入れ  等）

AIによる生産性向上

補完的な生産性向上 代替的な生産性向上

生産性向上による賃金向上

ミスマッチ解消のためのインセンティブ設計

中小企業のメリット

副作用の防止（人間中心のAI社会原則）+ 既存バイアスの可視化

グランドデザイン策定のための論点整理（＊現時点仮説）

論点1

論点2 論点3

論点4

論点5

論点6

以上の６つの論点＋αを整理していく中で、グランドデザインの骨格をつくる？

（例）2040年 1260万人分

連携



ターゲットの定義（労働人口不足 = いつまでに、何人分？）
論点1

具体的なターゲットを設定し、グランドデザインのゴールを設定する



AI以外の政策
論点２

ターゲットの定義（労働人口不足 = いつまでに、何人分？）
論点1

AI以外の政策 
（65歳以上活躍、外国人材の受入れ  等）

論点１で設定した具体的なターゲットを「AI以外の政策」と「AIによる生産性向上」に分解し、 

「AIによる生産性向上」のターゲットを確定する

AIによる生産性向上

ターゲットの分解

いつまでに、何人分？ いつまでに、何人分？

論点２



AIによる生産性向上
論点３

AIによる生産性向上

補完的な生産性向上 代替的な生産性向上

Job

Task

Job

Task

労働人口減に対して、AIがタスクを補完し、 

人間の生産性が2倍に向上

労働人口減に対して、AIがタスクを代替し、 

人間なしでも該当職種の労働力を補充

「補完的な生産性向上分」と「代替的な生産性向上分」でターゲットをさらに分解

いつまでに、何人分？ いつまでに、何人分？



生産性向上による賃金向上
論点４

補完的な生産性向上

Job

Task

労働人口減に対して、AIがタスクを補完し、 

人間の生産性が2倍に向上

賃金はどの程度向上する？

論点３での生産性向上に対して、賃金の向上分とマクロ経済への波及効果をモデル化

マクロ経済への 

波及効果は？



ミスマッチ解消のためのインセンティブ設計
論点５

ターゲットの定義（労働人口不足 = いつまでに、何人分？）

ミスマッチ解消のためのインセンティブ設計

[追加の論点] 

 + どの産業、どの職種が？　 

 + 中小企業はどうなる？

ミスマッチを解消するインセンティブとなる政策を設計

手なりで導入した場合、AIベンダーは利益率の高い領域に導入を加速 

実際に、足りない業種・職種を明確化し、ミスマッチを解消する



副作用の防止（人間中心のAI社会原則） 

+ 既存バイアスの可視化

論点６

採用における不平等などの副作用が起きないように上記原則とセットでガイドラインを策定 

加えて、AI活用による「既存バイアス」の可視化の効能についても検討

*パブコメ中




